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４ページ 市･県民税の申告は２月12日(金)から

や
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げ
オ
ス

家
え

の人の言
ゆ

うごど聞げよぉ！

６ページ 秋田市スポーツ賞

市民の生活情報誌

〝やまはげ〟が来たよぉ～
…１月９日に行われた雄和寺沢地区の小正月行事で
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も く じ

表紙のはなし♪

３ 市長コラム

６  秋田市スポーツ賞
鈴木大地スポーツ庁長官が講演

将軍野中ラグビー部が東日本大会で優勝　　

おしらせトップ

20 シリーズ｢新庁舎カミングスーン②｣
中央市民サービスセンターのロゴ決定

12 育児コーナー
…乳幼児健康診査／育児講座  ほか

14 情報チャンネルa
…動物園でハートを探せ／健康ライフ／

秋田公立美術大の作品展／

アルヴェ市民活動フェスタ／

講座／催し／案内／健康

４  市･県民税の申告日程と会場

｢同盟破棄(改作版)｣あらすじu時は幕末、久保田藩内の尊

王派旗頭、赤羽家の次男｢総二郎｣は、上層部からの密命を

受けて、奥羽越列藩同盟の使節団との会見に臨んだが、そ

の場に現れた使節団の一人を見て驚
きょう

愕
が く

する。そこには、

四年前に許嫁
いいなずけ

である｢大津 郁(ふみ)｣を捨て、脱藩し、京都

で新撰組に入隊したと噂のあった兄｢官助｣がいた…。

袂
たもと

を分けた兄弟が再会する時、幕末最後の襲撃事件

が、この秋田の地で起きようとしていた。

日時

会場 文化会館小ホール

前売券
1,500円(当日券1,800円)
高校生以下無料(学生証の提示が必要)

２月20日(土)18:00開演
２月21日(日)14:00開演

８ 市役所からのお知らせ
…鎌田副市長を再任／

小･中学校の支援サポーターを募集／

マイナンバー出前講座／

〝心のバリアフリー〟の実践を／

使用済小型家電の回収ボックスを設置／

秋田市文化団体連盟章　ほか

販売先
文化会館、秋田駅トピコcaoca広場
インターネット販売uイープラス http://eplus/

文化会館☎(865)1191問

公募により選ばれた市民のみなさんが出演者、スタッフ

として関わり、創り上げた舞台です。ぜひご覧ください。

なお、２月21日(日)のみ無料託児サービスを行います。

対象は１歳から小学３年生までのお子さん。ご希望のか

たは、２月14日(日)まで、次のホームページからお申し込

みください。http://mt-hachinosu.jpn.org/

市内に数ある〝やまはげ〟
の中でも、わらで編んだ面
が特徴的な雄和寺沢地区。
雌雄一対で家々を回り邪気
を払う山の神様の使いです
が、やっぱり子どもたちに
はこわい存在かな(T_T)

秋田市文化会館自主事業
あきたヒストリーシアター2015

ど
う

め
い

は

き

今月納期の市税は、固定資産税第４
期と国民健康保険税第８期です。納期
限は２月29日(月)。納期内に納付される
ようお願いします。

市税の納付は、簡単で便利な口座振替をご利用

ください。口座振替の場合、納期の最終日が口座

引き落とし日となります。

納税課☎(866)2059／国保年金課☎(866)2189

２



◆秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の内容などをお伝えしています。
「市長ほっとコーナー」http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

市長コラム・日々初心

市長 ● 穂積  志(もとむ)｢ふるさと祭り東京2016｣で秋田市を大いにPRしました

(１月15日、東京ドームで)

福
と
鬼
〜
や
ま
は
げ
参
上
！

広報あきた　平成28年２月５日号３

雪
の
な
い
穏
や
か
な
平
成
28
年
の
幕

開
け
で
し
た
。
み
な
さ
ん
、
お
正
月
は

如
何

い

か

が

お
過
ご
し
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

年
末
の
大
掃
除
、
そ
し
て
新
年
に
門
松

や
注
連
縄

し

め

な

わ

を
飾
り
鏡
餅
を
供
え
る
の

は
、
福
を
授
け
る
神
様
を
招し

ょ
う

じ
入
れ
る

た
め
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
早
速
買
い

物
に
出
掛
け
、
福
袋
の
中
身
を
楽
し
ん

だ
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

２
月
は｢

福
は
内
、
鬼
は
外｣

、
節
分

の
豆
ま
き
で
始
ま
り
ま
す
。
節
分
と
は

｢

季
節
を
分
け
る
こ
と｣
を
意
味
し
、
特

に
、
新
年
に
あ
た
る
立
春
の
前
日
を
指

す
よ
う
で
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
に

は
、
邪
気
が
入
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
鬼
に
豆
を
ぶ
つ
け
て
邪
気
を

払
い
福
を
呼
び
込
む
た
め
と
さ
れ
、
豆

を
ま
く
の
は
、
そ
の
年
の
干
支

え

と

に
あ
た

る
年
男･

年
女
や
世
帯
主
と
い
う
の
が

一
般
的
で
す
。

県
内
の
鬼
と
言
え
ば
男
鹿
の
な
ま
は

げ
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、
秋
田

市
内
で
も
、
雄
和
の
寺
沢
や
下
黒
瀬
な

ど
の
各
地
域
、
そ
し
て
下
浜
、
豊
岩
地

区
な
ど
で
や
ま
は
げ

●

●

●

●

が
健
在
で
す
。
小

正
月
行
事
と
し
て
集
落
の
家
々
を
巡
っ

て
は
、
一
年
の
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
ま
す
。
お
面
の
素
材
が
稲
わ

ら
や
木
彫
り
だ
っ
た
り
と
、
各
地
区
ご

と
に
特
徴
は
あ
る
も
の
の
、
わ
ら
装
束

の｢

け
ら｣

を
ま
と
う
な
ど
の
共
通
す
る

部
分
も
多
く
、｢

泣
ぐ
子
は
い
ね
が
ー｣

｢

言
う
ご
ど
聞
が
ね
子
は
い
ね
が
ー｣

｢

ウ
ォ
ー
、
ウ
ォ
ー｣

と
い
っ
た
声
は
迫

力
満
点
で
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
は

効
果
て
き
め
ん
で
す
。

こ
う
い
っ
た
行
事
に
は
、
準
備
の
た

め
の
作
業
や
終
え
て
か
ら
の
慰
労
会
な

ど
も
付
き
も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
場

で
は
、
互
い
の
近
況
や
子
育
て
の
こ
と

を
語
り
合
う
な
ど
、
行
事
が
地
域
の
貴

重
な
交
流
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
私
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
地

域
の
暮
ら
し
や
風
土
に
根
ざ
し
た
風
習

は
、
春
を
待
つ
季
節
感
や
、
健
康･

豊
作

を
願
う
心
が
表
れ
た
そ
の
土
地
の
大
切

な
財
産
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

余
談
な
が
ら
、
鬼
は
し
ば
し
ば
悪
者

扱
い
も
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
福
を
も

た
ら
す
来
訪
神

ら
い
ほ
う
し
ん

と
な
っ
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

「
福
は
内
、
鬼
も
内｣

と
掛
け
声
を
か

け
て
、
豆
ま
き
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

寒
さ
の
身
に
し
み
る
こ
の
季
節
、
受

験
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
追
い
込
み
時

季
と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
の
か
た
も
温

か
い
配
慮
と
細
心
の
気
遣
い
に
余
念
が

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
の
中
に
あ

る
不
安
や
現
実
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る

心
を
自
信
に
変
え
て
、
ど
う
か
、
や
が

て
来
る
春
に
向
け
、
ぜ
ひ
鬼
さ
え
も
味

方
に
つ
け
て
実
力
を
出
し
切
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

豊
岩
前
郷
地
区
の
や
ま
は
げ



申告期間

平
成
28
年
度
分(

平
成
27
年
１
月
〜
12
月
の
所
得
に
か
か
る

も
の)

の
市･

県
民
税
の
申
告
を
、
各
地
区
の
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。
会
場
と
日
程
は
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
個
人
市
民
税
担
当

☎(

８
６
６)

２
０
５
５

①
印
鑑
と
申
告
書

②
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
平
成
27

年
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
者
の
証
明
書

③
事
業(

農
業
を
含
む)

や
不
動
産
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た

か
た
▼
収
入
と
必
要
経
費
な
ど
が
分
か
る
帳
簿
類
、
領

収
書
、
収
支
内
訳
書(

収
支
内
訳
書
は
完
成
さ
せ
て
き
て

く
だ
さ
い)

確
定
申
告

平
成
27
年
分

秋
田
南
税
務
署
☎(

８
３
２)

４
１
２
１

秋
田
北
税
務
署
☎(

８
４
５)

１
１
６
１

問い合わせ

＊
確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
は
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お

つ
な
ぎ
し
ま
す
。
音
声
案
内
に
従
い｢

０
番｣

を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

▼
２
月
16
日
(火)
か
ら
３
月
15
日
(火)
ま
で

贈
与
税
▼
３
月
15
日
(火)
ま
で

消
費
税(

個
人
事
業
者)

▼
３
月
31
日
(木)
ま
で

２月12日(金)

市･県民税
平成28年度分

■
申
告
が
必
要
な
か
た

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
秋
田
市
に
住
ん
で
い
て
、
次

の
　
〜
　
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
か
た
。
た
だ

し
、
税
務
署
へ
確
定
申
告
す
る
か
た
は
、
市･

県
民
税
の

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

平
成
27
年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
か
た

自
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
に
よ
る
所
得
、
地
代
や
家

賃
な
ど
の
不
動
産
に
よ
る
所
得
、
非
上
場
株
式
の
配
当

所
得
、
生
命･

損
害
保
険
の
満
期･

解
約
な
ど
に
よ
る
一

時
所
得
、
個
人
年
金･

原
稿
料･

講
演
料
な
ど
の
雑
所

得
、
土
地･

建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
　
な
ど

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た
で
、
確
定
申
告
は
し

な
い
が
、
市･

県
民
税
の
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
か
た

サ
ラ
リ
ー
マ
ン(

パ
ー
ト･

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む)

で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
か
た

・
平
成
27
年
中
に
退
職
し
た
後
、
再
就
職
し
て
い
な
い

・
年
末
調
整
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た(

付
け
忘
れ
た)

所
得

控
除
を
受
け
る

・
給
与
以
外
に
20
万
円
以
下
の
所
得
が
あ
っ
た

平
成
27
年
中
に
所
得
は
な
い
が
、
税
の
証
明
書
の
交
付

や
、
市
が
実
施
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

申
告
が
必
要
な
か
た

■
申
告
に
必
要
な
も
の

④
国
民
健
康
保
険
税･

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料･

国
民
年

金
保
険
料･

介
護
保
険
料･

そ
の
他
社
会
保
険
料
の
領
収

書
ま
た
は
支
払
金
額
の
わ
か
る
も
の

⑤
生
命
保
険
料･

地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
か
た
▼
生
命
保

険
料･

地
震
保
険
料(

旧
長
期
損
害
保
険
料)

の
控
除
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
▼
医
療
費
の
領
収
書
、
保

険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
分
か
る
も
の(

合
計

額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い)

⑦
寄
附
金
税
額
控
除
を
受
け
る
か
た
▼
寄
附
先
が
発
行
す

る
領
収
書
や
寄
附
金
受
領
証
明
書
な
ど

⑧
障
害
者
控
除
を
受
け
る
か
た
▼
障
害
者
手
帳
ま
た
は
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

＊
農
業
所
得
者
は
、
戸
別
所
得
補
償
の
支
払
通
知
、
拠
出
金
や
補
償

金
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
各
種
証
明
書
も
必
要
で
す
。

★
次
の
④
〜
⑦
は
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
も
の

申告

３月15日(火)

申告期間

▼

１２３４

申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

で

申
告
の
提
出
書
類
が
印
刷
で
き
ま
す
の
で
、
自
宅
で

の
作
成
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
書
は
自
宅
で
作
成
し
て
郵
送
で
き
ま
す

申
告
書
作
成
会
場
▼
秋
田
県
労
働
会
館｢

フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
キ
タ｣(

中
通
六
丁
目)

申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
日
時
▼
２
月
16
日
(火)
か
ら
３

月
15
日
(火)
ま
で
の
平
日
と
、
２
月
21
日
(日)･

28
日
(日)
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
希
望
の
か
た
は｢

フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ｣

へ

＊
作
成
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

な
る
べ
く
早
い
時
間
帯
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
に
は
専
用

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
税
務
署
に
申
告
書
作
成
会
場
は
あ

り
ま
せ
ん
。

会
場
で
は｢

手
引
き｣

や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
、
ご

自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４

１

４



申
告
会
場
が
混
み
合
っ
て
長
時
間
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告

の
相
談
が
必
要
な
い
か
た
は
、
申
告
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
返
信
用
封
筒(

市
か
ら
送
付
し
た
申
告
書
に
同
封)

で

３
月
15
日
(火)
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
類
が
足
り
な
い
と
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

(
中
央
地
域
の
市
職
員
研
修
棟
の
み
午
前
９
時
〜)

確
定
申
告
書
の
記
入
漏
れ
に
ご
注
意

【確定申告書A 第二表】

【確定申告書B 第二表】

時
間

申
告
の
相
談
が
な
い
か
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

＊
勤
務
先
で
年
末
調
整
に
よ
り
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
を
受
け
て
い
る
場
合
、
改
め
て
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
に
よ
り
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た
へ

確
定
申
告
書
の
所
定
の
欄(

左
図
の
赤
枠)

に
記
入
漏
れ

が
あ
る
と
、
市･

県
民
税
の
控
除
等(

寄
附
金
税
額
控
除
、

配
当
割
額
控
除
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
控
除
、
16
歳
未

満
の
扶
養
親
族)

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

給
与
所
得
者
は
、
給
与
以
外
の
所

得
に
か
か
る
市･

県
民
税
の
納
付
方
法

を
選
択
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
書
の

所
定
の
欄(

下
図
と
左
図
の
黒
丸
枠)

に

納
付
方
法
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
が
な
い
場
合
は
、
原
則
、
特

別
徴
収(

給
与
か
ら
の
差
し
引
き)

に
な

り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
平
成
27
年
分
の
適
用
を
受
け
る
に

は
、
28
年
度
の
個
人
市･

県
民
税
額
が
通
知
さ
れ
る
前
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
後
に
申
告
し
た
場
合
、
個

人
市･

県
民
税
で
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

自分で書いて、早めに申告！

２
月
12
日
(金)
▼
北
部
公
民
館

日
程
▼

会
場

対
象

２
月
15
日
(月)
〜
17
日
(水)

▼
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２
月
12
日
(金)
〜
３
月
15
日
(火)
の
平

日
▼
市
役
所
職
員
研
修
棟
２
階
第

２
研
修
室

２
月
23
日
(火)
〜
25
日
(木)

▼
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２
月
29
日
(月)
〜
３
月
２
日
(水)

▼
東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２
月
26
日
(金)
▼
岩
見
三
内
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
月
３
日
(木)
〜
８
日
(火)
の
平
日

▼
河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

雄
和
地
域
の
か
た

３
月
９
日
(水)
〜
15
日
(火)
の
平
日

▼
雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

＊
階
段
の
利
用
が
難
し
い
か
た
は
、
市

役
所
１
階
の
市
民
税
課
へ
ど
う
ぞ
。

２
月
18
日
(木)
〜
22
日(

月)

の
平
日

▼
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

＊
正
午
〜
午
後
１
時
は
受
け
付
け
を
休
止
し
ま
す
。

市･

県
民
税
の
申
告
日
程
と
会
場

河
辺
地
域
の
か
た

東
部
地
域
の
か
た

南
部
地
域
の
か
た

西
部
地
域
の
か
た

北
部
地
域
の
か
た

中
央
地
域
の
か
た

昨
年
の
受
付
期
間
中
に
申
告
し
た
か
た
で
今
年
も
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
か
た
へ
、
１
月
下
旬
に｢

平
成
28
年

度
分
市
民
税･

県
民
税
申
告
書｣

を
お
送
り
し
ま
し
た
。
申

告
書
の
右
下
部
分(

右
図
参
照)

に
、
申
告
の
受
付
日
時
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
が
悪
い
か
た
は
、
ほ
か
の
会

場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
会
場
も
駐
車
場
の
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な

ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申告の
受付日時は申告書の
ここに書いてます

＊
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
４
㌻
下
段
の
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

広報あきた　平成28年２月５日号５



平
成
２
年
、
市

体
育
協
会
理
事
に

就
任
以
来
、
要
職

を
務
め
、
平
成
20

年
か
ら
は
会
長
と

し
て
組
織
改
革
と

財
政
強
化
を
図
り
、
協
会
の
充
実
と

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

(

一
財)

秋
田
市
体
育
協
会
名
誉
会
長

川
口
房
男
さ
ん

問い
合わせ

(一財)秋田市体育協会
☎(896)5331

講演会では、昨秋設置されたスポーツ庁の取り組み
も紹介しました

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績

の
あ
っ
た
か
た
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
か
た
に
、
秋
田
市
体
育
協
会
と
秋
田
市

教
育
委
員
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
６･

７
ペ
ー
ジ
の
み
な
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
２
月
５
日
(金)
午
後
４
時

15
分
か
ら
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

全
国
に
先
駆
け

て
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
を

立
ち
上
げ
、
選
手

の
育
成
や
審
判
養

成
な
ど
、
競
技
の

普
及
と
発
展
に
情
熱
を
注
ぎ
、
今
日

の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

秋
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
顧
問

平
野
和
子
さ
ん

同
地
区
体
協
の

要
職
を
長
年
に
わ

た
り
務
め
、
優
れ

た
指
導
力
を
発

揮
。
特
に
、
旭
川

小
学
校
と
の
合
同

運
動
会
を
復
活
す
る
な
ど
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

旭
川
地
区
体
育
協
会
会
長

金
子
一
典
さ
ん

同
地
区
体
協
の

要
職
を
長
年
に
わ

た
り
務
め
、
各
種

事
業
の
企
画･

運

営
に
参
画
す
る
と

と
も
に
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
や
ス
キ
ー
の
普
及･

指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。

港
北
地
区
体
育
協
会
会
長

熊
谷
錦
也
さ
ん

同
地
区
体
協
の

要
職
を
長
年
に
わ

た
り
務
め
、
８
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
フ
ロ
ア
カ
ー
リ

ン
グ
の
普
及
に
も

優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

土
崎
南
小
地
区
体
育
協
会
副
会
長

岩
谷
文
子
さ
ん

同
地
区
体
協
の

要
職
を
長
年
に
わ

た
り
務
め
、
卓
越

し
た
企
画
力
と
実

践
力
で
、
大
規
模

運
動
会
の
実
現
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

勝
平
地
区
体
育
協
会
前
会
長

佐
藤
眞
紀
男
さ
ん

河
辺
体
協
当
時

は
長
年
に
わ
た
り

役
員
を
務
め
、
秋

田
市
体
協
と
の
合

併
後
は
、
河
辺
小

学
区
体
協
の
初
代

会
長
と
し
て
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し

ま
し
た
。

河
辺
小
学
区
体
育
協
会
前
会
長

故

髙
橋
重
美
さ
ん

＊
平
野
さ
ん
は
競
技
団
体
推
薦
、
そ
の
他
の
か
た
は
地
区
体
育
協
会
推
薦
で
す
。

特別功労賞

功労賞(６人)

１
月
16
日
、
に
ぎ
わ
い
交
流

館
で
、
初
代
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

の
鈴
木
大
地
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、｢

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
支

援
セ
ミ
ナ
ー･

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
講
演
会｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
１
９
８
８
年

の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
ま
で
の
心

情
の
変
化
や
、
競
技
に
臨
む
際

の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
解

説
。
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
精

神
的
に
成
長
す
る
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
秋

田
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

次
世
代
ア
ス
リ
ー

ト
に
熱
い
エ
ー
ル

スポーツトピックス

６



【
以
下
敬
称
略
。( )

内
は
所
属
】

普
及
振
興
賞

選
手
の
育
成
や
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
振
興
な
ど
に
貢
献
し
ま
し
た

競
技
団
体
推
薦
…
髙
橋
博
美(

秋
田
市
水

泳
協
会
副
会
長)

地
区
体
協
推
薦
…
佐
々
木
新
一(

金
足
西

学
区
体
育
協
会
顧
問)

、
川
辺
功(

東
地
区

体
育
協
会
副
会
長)

、
石
黒
明(

新
屋
地
区

体
育
協
会
副
会
長)

、
細
谷
重
光(

外
旭
川

体
育
協
会
副
会
長
兼
理
事
長)

普
及
活
動
賞

体
育･

ス
ポ
ー
ツ
の
育
成

指
導
に
尽
力
し
ま
し
た

競
技
団
体
推
薦
…
相
原
憲
男(

秋
田
市
銃

剣
道
連
盟
理
事)

、
土
田
保
平(

秋
田
市
グ

ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
協
会
副
会
長)

、
白
藤

良
一(

秋
田
市
弓
道
連
盟
顧
問)

、
鈴
木
義

則(

秋
田
市
陸
上
競
技
協
会
理
事
兼
総
務

部
会
計)

、
佐
藤
忠
治(

秋
田
市
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
理
事
長)

地
区
体
協
推
薦
…
土
岐
ひ
ろ
子(

築
山
地

区
体
育
協
会
理
事
兼
事
務
局
長)

、
小
木

田
美
喜
子(

大
住
学
区
体
育
協
会
事
務
局

長)

、
大
浦
猛
雄(

広
面
地
区
体
育
協
会
理

事)

、
山
口
永
匡(

寺
内
小
学
区
体
育
協
会

副
会
長)

、
佐
々
木
廣
次(

旭
川
地
区
体
育

協
会
理
事)

、
堀
井
正
治(

仁
井
田
地
区
体

育
協
会
理
事
兼
会
計)

、
村
越
淳(

港
北
地

区
体
育
協
会
常
任
理
事)

栄
光
賞

国
体
や
全
国
高
校
総
体
な
ど
の

全
国
大
会
で
、
３
位
以
上
の
成
績
を
収
め

ま
し
た

陸
上
競
技
▼

熊
谷
魁(

秋
田
西
中)

柔
道
▼

籾
山
航
大(

御
野
場
中)

剣
道
▼

木
村
弘

人(

山
王
中)

レ
ス
リ
ン
グ
▼

佐
藤
聖
華･

遠
間
瑞
希･

岩
澤
侃･

菅
原
幹
太･

山
田
修

太
郎(

以
上
秋
田
商
業
高)

テ
ニ
ス
▼

碓

井
志
萌･

堀
井
彩
花(

以
上
秋
田
工
業
高
等

専
門
学
校)

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
▼

佐
藤
亮
哉(

秋
田
県
体
育
協
会)

登
山
▼

秋
田
南
高
山
岳
部
　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
▼

聖

霊
女
子
短
大
付
属
高
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

秋
田
県
成
年
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　
ラ
グ
ビ
ー

▼

将
軍
野
中
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

優
秀
賞

栄
光
賞
以
外
の
全
国
大
会
で
、

３
位
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

武
術
太
極
拳
▼

大
槻
周
平(

秋
大
附
中)

、

安
保
里
緒
香(

秋
田
高)
ラ
イ
フ
ル
射
撃

▼

中
村
龍
星(

御
野
場
中)
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
▼

成
田
琉
夏(

城
南
中)

、
秋
田
市
ジ
ュ

ニ
ア
フ
ェ
ン
サ
ー
ズ
Ａ
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
▼

秋
田
銀
行
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部

優
良
賞

障
が
い
が
あ
る
か
た
や
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
国
大
会
で
、
３
位
以

上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

陸
上
競
技
▼

木
村
明
日
香(

秋
田
県
立
聾
学

校)

、
佐
々
木
優
哉(

天
王
み
ど
り
学
園)

、

七
尾
優
樹(

栗
田
養
護
学
校)

、
棟
方
信
吾

(

障
害
者
支
援
施
設
秋
田
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー)

卓
球
▼

菊
地
裕
子
、
吉
岡
今
子
、
新

井
陽
子
、
高
橋
望(

秋
田
県
立
盲
学
校)

、

煙
山
百
合
子
　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
▼

佐
渡
馨
太(

秋
田
県
立
盲
学
校)

水
泳
▼

須
釜
健
一
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

秋
田

県
特
体
連
男
子
お
よ
び
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　
サ
ッ
カ
ー
▼

60
秋
田
選

抜
サ
ッ
カ
ー

奨
励
賞

小
学
生
が
全
国
大
会
で
３
位
以

上
、
小･

中
学
生
が
東
北
大
会
で
１
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た

レ
ス
リ
ン
グ
▼

鈴
木
彩
音･

今
野
駿
輔(

以

上
牛
島
小)

、
伽
羅
谷
昇
吾(

土
崎
小)

、
加

成
真
之
介･

加
成
京
介(

以
上
飯
島
小)

、

高
橋
健
斗(

御
所
野
小)

、
保
坂
典
樹(

寺
内

小)

、
進
藤
日
向(

豊
岩
小)

、
佐
々
木
朋

花･

佐
々
木
利
徠(

以
上
金
足
西
小)

、
佐

藤
杏
樹(

下
新
城
小)

、
塚
田

京(

山
王

中)

、
山
口
玲
旺(

泉
中)

水
泳
▼

小
倉
佑

奈(

日
新
小)

、
宮
﨑
海
乃(

秋
田
東
中)

、

新
山
光(

城
南
中)

、
秋
田
東
中
女
子
水
泳

部
、
秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
女
子

200
ｍ
リ
レ
ー
お
よ
び
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
チ

ー
ム

相
撲
▼

若
埼
喜
志(

下
北
手
小)

陸
上
競
技
▼

大
平
風
花(

秋
田
西
中)

、
伊

藤
光
星(

秋
大
附
中)

、
秋
大
附
中
男
子
陸

上
競
技
部
、
御
所
野
学
院
中
男
子
陸
上
競

技
部
　
柔
道
▼

森
合
凱
我(

飯
島
中)

剣

道
▼

髙
𣘺
舜(

山
王
中)

、
秋
大
附
中
女
子

剣
道
部
、
山
王
中
男
子
剣
道
部
　
新
体
操

▼

佐
藤
ひ
な
た(
旭
川
小)

、
成
田
望
愛(

御

所
野
学
院
中)

、
御
所
野
学
院
中
女
子
新
体

操
部
　

ス
ポ
ー
ツ

振
興
へ
の

貢
献
を
称た

た

え
て
！ ス

ポ
ま
る

昨
年
12
月
、
秩
父
宮
ラ
グ
ビ

ー
場(

東
京
都)

で
行
わ
れ
た｢

第

35
回
東
日
本
中
学
ラ
グ
ビ
ー
大

会｣

の
決
勝
に
進
ん
だ
将
軍
野
中

学
校
が
、
見
事
、
21
対
17
で
東
京

都
代
表
の
国
学
院
久
我
山
中
を

下
し
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
！
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
り
つ

か
ん
だ
大
き
な
勝
利
で
す
！

躍動 若い力！ チーム一丸で初優勝!!

広報あきた　平成28年２月５日号７



市役所からの
お知らせ

１

●文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田市
ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
市
町
村

か
ら
避
難
し
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
ぜ

ひ｢

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム｣

へ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

登
録
の
た
め
に
避
難
先
の
現
住
所
な

ど
の
情
報
を
秋
田
市
防
災
安
全
対
策
課

に
提
供
す
る
と
、
避
難
元
の
県
や
市
町

村
か
ら
、
見
舞
金
な
ど
の
各
種
給
付
の

連
絡
、
税
や
保
険
料
の
減
免･

猶
予
の

通
知
な
ど
、
大
切
な
お
知
ら
せ
が
届
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

情
報
提
供
が
ま
だ
の
場
合
や
、
避
難

先
を
異
動
し
た
場
合
、
避
難
が
終
了
し

た
場
合
は
、
市
へ
の
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
対
策
課

☎(

８
６
６)

２
０
２
１

地
域
の
防
災
に
関
心
の
あ
る
か
た

で
、
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

を
め
ざ
す
か
た
が
対
象
で
す
。

秋
田
地
方
気
象
台
職
員
と
東
日
本
大

震
災
の｢

災
害
伝
承
語
り
部べ｣

に
よ
る
講

演
。
受
講
無
料
。
先
着
60
人
。

日
時
▼

２
月
13
日
(土)
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
会
場
▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ

申
し
込
み
▼

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
町
内
会
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
月
10
日
(水)
。

〒
０
１
０-
８
５
６
０

秋
田
市
防
災
安
全
対
策
課

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
２
３)
５
０
９
９

Ｅ
メ
ー
ルro-gnds@

city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
対
策
課

☎(

８
６
６)
２
０
２
１

社
会
福
祉
法
人
秋
田
旭
川
福
祉
会
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
秋
田
市
へ

避
難
し
て
い
る
被
災
者
の
生
活
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
約
160
世
帯
の
１
か
月

分
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
寄
附
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
同

法
人
の
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

｢

明
成
園｣

の
通
所
者
の
み
な
さ
ん
が
、

加
工
梱
包
し
た
も
の
で
す
。
物
品
は
、

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
、
希
望
す

る
世
帯
へ
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
９
２

防
災
安
全
対
策
課
☎(

８
６
６)

２
０
２
１

小･

中
学
校
で
活
動
す
る
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
書
類
審
査
と

面
接
で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。
応
募
の

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
で
２
月
19
日
(金)

午
後
４
時
ま
で
。
提
出
書
類
な
ど
、
詳

し
く
は
そ
の
際
お
伝
え
し
ま
す
。

①
学
級
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

支
援
内
容
▼

支
援
を
必
要
と
す
る
お
子

さ
ん
の
学
校
生
活
全
般
に
対
し
て

期
間
▼

４
月
〜
来
年
３
月

対
象
▼

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
か
た

(1)
教
員
か
保
育
士
の
免
許
が
あ
る
か
た

(2)
手
話
通
訳
者
か
要
約
筆
記
者
の
経
験

が
あ
る
か
た

(3)
学
校
な
ど
で
子
ど
も
の
支
援
に
あ
た

っ
た
こ
と
が
あ
る
か
た

勤
務
▼

１
日
４
、
５
時
間
で
週
４
、５
日
　

報
酬
▼

１
時
間
１
千
250
円

定
員
▼

10
人
程
度

②
学
校
行
事
等
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

支
援
内
容
▼

運
動
会
や
校
外
学
習
な
ど

で
、
支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
に

対
し
て

期
間
▼

５
月
〜
来
年
３
月
　

勤
務
▼

１
回
１
〜
６
時
間
で
月
数
回
　

報
酬
▼

１
時
間
１
千
250
円
　

定
員
▼

10
人
程
度
　

③
日
本
語
指
導
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

支
援
内
容
▼

海
外
出
身
な
ど
の
た
め
、

日
本
語
の
指
導
が
必
要
な
お
子
さ
ん
に

対
し
て

期
間
▼

４
月
〜
来
年
３
月
　

勤
務
▼

１
日
４
、
５
時
間
で
週
４
、
５
日
　

報
酬
▼

１
時
間
１
千
250
円
　
　

対
象
▼

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
か
た

(1)
日
本
語
指
導
支
援
の
資
格
か
経
験
の

あ
る
か
た

(2)
海
外
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
お
子
さ
ん
の

支
援
に
関
心
の
あ
る
か
た

(3)
児
童
生
徒
の
指
導
経
験
の
あ
る
か
た

定
員
▼

５
人
程
度

●
問
い
合
わ
せ

①
②
は
秋
田
市
教
育

研
究
所
☎(

８
６
５)

２
５
３
０
、
③
は

学
校
教
育
課
☎(

８
６
６)

２
２
４
４

全
国

ぜ
ん
こ
く

避ひ

難な
ん

者し
ゃ

情じ
ょ
う

報ほ
う

シ
ス
テ
ム

へ
ご
登
録

と
う
ろ
く

く
だ
さ
い

自じ

主し
ゅ

防
災

ぼ
う
さ
い

リ
ー
ダ
ー

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

を
開
催

か
い
さ
い

し
ま
す

小し
ょ
う･

中ち
ゅ
う

学
校

が
っ
こ
う

の
支し

援え
ん

サ
ポ
ー

タ
ー
を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

震
災

し
ん
さ
い

で
避ひ

難な
ん

し
て
い
る

世せ

帯た
い

へ
物
品

ぶ
っ
ぴ
ん

の
寄
附

き

ふ

１月12日に行った贈呈式

で。左が社会福祉法人秋

田旭川福祉会の米谷英夫

理事長

鎌
田
潔
副
市
長
の
任
期
満
了

に
と
も
な
い
、
１
月
18
日
に
開

か
れ
た
秋
田
市
議
会
臨
時
会

で
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
鎌
田

副
市
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

発
令
は
１
月
28
日
、
任
期
は
４

年
で
す
。

鎌
田
副
市
長
を
再
任鎌田 潔 副市長

８



次
の
①
②
の
案
に
対
す
る
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
ご
意

見
は
、
個
人
情
報
を
除
き
、
原
則
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

①
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
実
現
な

ど
を
め
ざ
す
た
め
に
策
定
す
る｢

第
２

次
秋
田
市
総
合
交
通
戦
略(

素
案)｣

と

｢

第
２
次
秋
田
市
公
共
交
通
政
策
ビ
ジ

ョ
ン(

素
案)｣(

今
年
４
月
ス
タ
ー
ト)

素
案
の
閲
覧･

意
見
票
の
入
手
場
所
▼

交

通
政
策
課
☎(

８
６
６)

２
０
８
５(
市
役

所
４
階
。
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も)
、

資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー(

市
役
所
１
階)

、

各
市
民
Ｓ
Ｃ
、
駅
東
Ｓ
Ｃ

意
見
の
提
出
方
法
▼

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
た
意
見
票
を
、
２
月

12
日
(金)
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０

秋
田
市
交
通
政
策
課

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
６)

８
８
１
４

Ｅ
メ
ー
ルro-urtp@

city.akita.akita.jp

②
食
の
安
全･

安
心
を
確
保
す
る
た
め

に
策
定
す
る｢

平
成
28
年
度
秋
田
市
食

品
衛
生
監
視
指
導
計
画(

案)｣

資
料
閲
覧
場
所
▼

衛
生
検
査
課
☎(

８
８

３)

１
１
８
１(

八
橋
の
市
保
健
所
内
。

同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も)

、
食
肉
衛

生
検
査
所(

河
辺)

、
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ

ー(

市
役
所
１
階)

意
見
の
提
出
方
法
▼

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
意
見
、
住

所
、
氏
名(

団
体･

企
業
の
場
合
は
、
団

体
名
と
代
表
者
名)

、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
２
月
29
日
(月)
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

〒
０
１
０-

０
９
７
６
八
橋
南
一
丁
目

８-

３
秋
田
市
保
健
所
衛
生
検
査
課

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
３)

１
３
４
４

Ｅ
メ
ー
ルro-hlex@

city.akita.akita.jp

土
地
利
用
の
ル
ー
ル
や
、
道
路･

公

園
な
ど
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
を
調

査･

審
議
す
る
、
秋
田
市
都
市
計
画
審

議
会(

委
員
20
人
で
構
成)

の
住
民
委
員

４
人
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
は
今
年
４
月
20
日
(水)
か
ら
２
年

間
。
審
議
会
は
、
平
日
の
日
中
に
約
２

時
間
、
年
３
回
程
度
開
催
し
ま
す
。
報

酬
も
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格
▼

秋
田
市
に
お
住
ま
い
で
、

今
年
４
月
20
日
時
点
で
20
歳
以
上
の
か

た(

秋
田
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た

は
常
勤
職
員
を
除
き
ま
す)

定
員
▼

男
女
各
２
人(

書
類
選
考)

応
募
方
法
▼｢

こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画

(
ま
ち
づ
く
り)

を
考
え
る
視
点
に
つ
い

て｣
を
テ
ー
マ
に
し
た
800
字
程
度
の
作

文
と
応
募
用
紙(

下
記
参
照)

を
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
４
階

の
都
市
計
画
課
へ
、
直
接
提
出
も
で
き

ま
す(

平
日)

応
募
用
紙
の
入
手
場
所
▼

都
市
計
画
課

☎(

８
６
６)

２
１
５
２(

同
課
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も)

、
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー(

市

役
所
１
階)

、
各
市
民
Ｓ
Ｃ
、
駅
東
Ｓ

Ｃ
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

応
募
期
間
▼

２
月
10
日
(水)
〜
24
日
(水)

応
募
先
▼

〒
０
１
０-

８
５
６
０
秋
田
市

都
市
計
画
課
　

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
５)

６
９
５
７

Ｅ
メ
ー
ルro-urim

@
city.akita.akita.jp

２
月
17
日
(水)
に
定
期
点
検
の
た
め
、

次
の
施
設
に
あ
る
自
動
交
付
機(

住
民

票
の
写
し
な
ど
を
交
付)

を
、｢

▼｣

の
時

間
休
止
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

秋
田
テ
ル
サ
▼

午
後
１
時
〜
３
時

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
▼

午
後
３
時
〜
５
時

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
☎(

８
６
６)

２
０
１
８

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
◆

ご
意い

見け
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

都
市

と

し

計
画

け
い
か
く

審し
ん

議ぎ

会か
い

の

住じ
ゅ
う

民み
ん

委い

員い
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

マイナンバー制度のポイントを紹介

する出前講座を開催しています。派遣

費用は無料ですが、会場の利用料は各

団体で負担していただきます。

町内会やサークルの友だち同士な

ど、お気軽にご利用ください。

出前講座の申し込み

番号制度導入推進室
☎(866)6653　FAX(866)2458
Eメール ro-plsn@city.akita.akita.jp

＊市ホームページから電子申請もできます。

http://www.city.akita.akita.jp/city/shinsei/

対象uおおむね20人以上の団体･グループ

日時･会場などu平日の午前10時～午後

８時(最終開始時間は午後７時)に対応

可能です。希望日時･会場を事前にご相

談ください

テ
ル
サ
と
南な

ん

部ぶ

市し

民み
ん

Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の

自じ

動ど
う

交こ
う

付ふ

機き

が
休き

ゅ
う

止し

２
月
11
日
(木)｢

建
国
記

念
の
日｣

は
、
家
庭
ご

み
と
資
源
化
物
を
平
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地

区
の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。

環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
３)

６
６
３
１

広報あきた　平成28年２月５日号９

田市 人口秋 の 平成28年１月１日現在

●人口u316,377人(-299)
・男u148,824人(-127)
・女u167,553人(-172)
＊１年前の人口u318,367人

●世帯u135,621世帯(-140)

…12月分 出生u158人
死亡u325人
転入u454人　
転出u586人　　
( )内は前月比



市役所からの
お知らせ

２

●文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田市
ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
ほ

か
、
心
理
的
な
障
害
を
取
り
除
く｢

心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

へ
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
る
社
会
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
今
年
度
は
市
内
21
の
小
学
校
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
疑
似
体
験
や
介

助
体
験
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。

対
象
は
３
年
〜
５
年
生
の
児
童
延
べ

１
千
36
人
。
ア
イ
マ
ス
ク
や
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
を
付
け
、
普
段
と
違
う
環
境
に
戸
惑

う
友
だ
ち
の
手
を
引
い
た
り
、
声
を
掛

け
て
誘
導
し
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち

は
、
改
め
て
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

ま
た
左
記
の
と
お
り
、
街
角
で
誰
も

が
で
き
る
小
さ
な
気
遣
い
も
大
事
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
思
い
や
り

｢

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

■
車
い
す
マ
ー
ク
の
つ
い
た
駐
車
区
画

の
正
し
い
使
い
方

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
駐
車

場
に
設
置
さ
れ
た
、
車
い
す
マ
ー
ク
の

つ
い
た
駐
車
区
画
は
、
車
い
す
を
使
う

か
た
が
、
安
全
か
つ
円
滑
に
駐
車
す
る

た
め
の
専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

車
い
す
使
用
者
が
乗
降
す
る
に
は
広

い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
マ
ナ
ー
向
上
で
、
正
し
い
利
用
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
の
管
理
者
は
、
一
般

車
用
と
区
別
し
や
す
い
表
示
や
、
他
の

障
が
い
者･

高
齢
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
、
車
い
す
使
用
者
駐
車

場
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
視
覚
障
が
い
者
誘
導
表
示(

点
字
ブ

ロ
ッ
ク)

を
ふ
さ
が
な
い
で

視
覚
障
が
い
者
が
、
目
的
地
ま
で
安

全
か
つ
確
実
に
歩
い
て
い
け
る
よ
う
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
へ
の
駐
輪
、
駐
停

車
、
荷
物
な
ど
の
放
置
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

視
覚
障
が
い
者
が
、
ぶ
つ
か
っ
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
白は

く

杖
じ
ょ
う

を
折
っ
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

あ
な
た
の
行
動
が
、
視
覚
障
が
い
者
の

歩
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
協
議
会
を
開
催

３
月
17
日
(木)
午
後
２
時
か
ら
、
市
保

健
所(

八
橋)

で
、
第
６
回
秋
田
市
バ
リ

ア
フ
リ
ー
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

｢

秋
田
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想｣

に
関
す
る
取
り
組
み
が
議
題
で
す
。
先

着
10
人
ま
で
傍
聴
で
き
ま
す
。
申
し
込

み
は
都
市
計
画
課
へ
。

●
問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

☎(

８
６
６)

２
１
５
２

重
度
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
が
利
用
し
て
い
る｢

通
院
用
タ

ク
シ
ー
利
用
券｣

を
更
新
す
る
申
請
書

を
、
２
月
15
日
(月)
に
発
送
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
書
い
て
、
３
月
３
日
(木)

ま
で
左
記
の
場
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
引
っ
越
し
な
ど
で
申
請
書
が
届
か

な
い
か
た
や
、
新
た
に
利
用
し
た
い
か

た
は
、
障
が
い
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
利
用
券
は
３
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

対
象
▼｢

内
部
機
能
障
害
１
級｣｢

肢
体
不

自
由
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

〜
３
級｣｢

視
覚
障
害
１
〜
３
級｣

の
い

ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
在
宅
の
か
た

＊
入
院･
施
設
入
所
中
の
か
た
は
対
象

外
で
す
。
ご
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
場
所
▼

障
が
い
福
祉
課

(

市
福
祉
棟
１
階
。
郵
送
も
可)

、
北
部･

西
部･

南
部･

河
辺･

雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

〒
０
１
０-

８
５
６
０
障
が
い
福
祉
課

☎(

８
６
６)

２
０
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
３)

６
３
６
２

国
や
自
治
体
で
は
、
保
育
施
設
の
待

機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
保

育
所
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を

担
う
保
育
士
の
確
保
も
必
要
と
し
て
い

ま
す
。

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
、
子
ど
も･

子

育
て
支
援
新
制
度
で
は
、
民
間
の
保
育

士
の
給
与
を
平
均
３
％
改
善(

平
成
24

年
の
保
育
士
給
与
と
比
較)

す
る
な

ど
、
勤
務
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
保
育
士
資
格
を
お
持

ち
の
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
、
保
育
の

場
へ
の
就
業
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
保
育
士
と
し

て
の
就
業
に
向
け
た
相
談･

支
援
も
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
育
成
課

☎(

８
６
６)

２
０
９
４

＊
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
絡
先
は
、
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/

kodom
o/osirase/140131-2.htm

l

一人ひとりの思いやりで
〝心のバリアフリー〟を

小
学
生
に
よ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
で

身
体

し
ん
た
い

障し
ょ
う

が
い
者し

ゃ

の
通
院
用

つ
う
い
ん
よ
う

タ
ク
シ
ー
利り

用
券

よ
う
け
ん

の
更
新

こ
う
し
ん

保ほ

育い
く

士し

資し

格か
く

を
活い

か
し
て

働は
た
ら

い
て
み
ま
せ
ん
か

10



ご
家
庭
で
使
用
し
た
電
話
機
や
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
小
型
家
電
に
は
、

レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の｢

有
用
金
属｣

が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
用
金
属
を
再

生
し
、
金
属
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

た
め
、
市
役
所
本
庁
や
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス

(

上
の
写
真)

を
設
置
し
、
使
用
済
小
型

家
電
の
回
収
を
始
め
ま
し
た
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口(

た
て
15

cm
×
よ
こ
30
cm
×
奥
行
30
cm)

に
入
る

家
電
製
品
が
対
象
品
目
で
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
あ
き
た
12
月
18
日
号
と
一
緒

に
全
戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ(

下
図)

、
ま

た
は
環
境
都
市
推
進
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

天
然
資
源
の
消
費
を
抑
え
、
環
境
へ

の
負
荷
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る
循
環

型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、
使
用
済
小

型
家
電
の
回
収･

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
場
所
▼

市
役
所
本
庁
舎
１
階
、
環

境
部(

寺
内)

、
各
市
民
Ｓ
Ｃ
、
駅
東
Ｓ

Ｃ
、
岩
見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡

所
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、

ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー(

明
徳
館
、
土

崎･

新
屋
図
書
館)

＊
２
月
６
日
(土)
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
で

開
催
す
る｢

ご
み
減
量
ア
ク
シ
ョ
ン｣

で
も
、
使
用
済
小
型
家
電
を
回
収
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
３)

６
６
３
２

昭和59年猿若流に入門。名取とな

り、平成10年｢千輪乃会｣を創立し、

会主に。秋田市芸術祭、日本舞踊協会秋田県支

部主催公演などに出演。

邦舞部門

猿若聖
せ い

花
か

(佐
本 名

藤恵子)さん (66歳)

華道家元専正池坊秋田支部の結成に

尽力しました。現在、秋田県華道連盟

副会長として、後進の指導育成に努めています。秋

田市芸術祭や県内外の展覧会に作品を出展。

華道部門

小松奇
き

峰
ほ う

(妙
本 名

子)さん (67歳)

現在、秋田市川柳協会副会長として

川柳人口の拡大、文芸としての質的向

上を図るため、後進の指導育成に努めています。

秋田市芸術祭、川柳の祭典などに尽力。

文芸部門(川柳)

鎌田昌子さん (74歳)

秋田市書道会の展覧会部長として

活躍。現在、同会副会長として後進

の指導育成に努めています。秋田市芸術祭、アフ

ター国文祭秋田市文化の祭典などに作品を出展。

美術部門(書道)

長谷川流
りゅう

石
せ き

(良
本 名

悦)さん (74歳)

現在、箏曲宮城会秋田常任理事。

平成９年から大師範として、後進の指

導育成に努めています。秋田市芸術祭、秋田県三曲

連盟、箏曲宮城会など、国内外の演奏会に出演。

邦楽部門(箏曲)

塩寺リンさん (77歳)

秋田県喜多流謡曲連盟の要職を歴

任、併せて秋田県謡曲連盟の理事を

務めるなど、謡曲界の発展に貢献しています。秋

田市芸術祭、国民文化祭などに出演。

邦楽部門(謡曲)

佐々木 一
ひとし

さん (88歳)

市の芸術･文化活動の推進に貢献された次の
みなさんへ、平成27年度秋田市文化団体連盟章
をお贈りします。おめでとうございました。

秋田市文化団体連盟☎(866)4026

ノートパソコンも対象です

使し

用よ
う

済ず
み

小こ

型が
た

家か

電で
ん

の

回か
い

収し
ゅ
う

ボ
ッ
ク
ス
を
設せ

っ

置ち

リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
よ
う
！

広報あきた　平成28年２月５日号11



負担あり)。なお、里帰りなどで秋田
県外の医療機関で健診を受けるかた
は、事前に子ども健康課へ母子健康
手帳と一緒に配布された｢里帰り等妊
婦連絡票｣の提出が必要です。
妊娠届の窓口u子ども健康課(八橋)、
市民課、各市民SC(東部を除く)、駅
東SC、岩見三内･大正寺の各連絡所
問u子ども健康課☎(883)1174

０歳～５歳の親子が対象。時間は
9:45～11:00。詳しくは各保育所
(太字)へお問い合わせください。
２月９日(火)…泉☎(823)1626

…寺内☎(863)6253
２月10日(水)…河辺☎(882)3056

…岩見三内☎(883)2555
２月17日(水)…川口☎(832)4582

…雄和中央☎(886)2595
…新波☎(887)2014

２月18日(木)…土崎☎(845)1571
…川添☎(886)2139

太字の( )内は対象年齢です。問い合
わせ先の◎は、各地区の主任児童委
員さんの印です。
■築山きりんクラブ(就学前) ２月
12日(金)9:30～11:00、築山児童セ
ン   ターで。問 u◎岡田さん☎080-

1846-7064
■とんとんクラブ(就学前)
２月15日(月)10:00～11:30、下北
手児童センターで。工作で遊ぼう。
問u◎中村さん☎(835)8343
■すこやか広面(０～５歳) ２月16
日(火)10:00～11:30、広面児童館で。
 保険料１家族50円。
問u◎山石さん☎(836)4868
■子育て支援サークル･牛島っ子(就園
前) ２月17日(水)10:00～12:00、
南部公民館で。参加費200円。
申込u南部公民館☎(832)2457
■おおすみキッズ(就学前) ２月18日
(木)10:00～12:00、大住児童館で。
問u◎小松さん☎(839)5189
■しゃぼんだま広場(就学前) ２月
19日(金)10:00～11:30、四ツ小屋児
童センターで。救急救命講習会。
問u◎伊藤さん☎(839)3891
■あおぞらキッズ(０歳～就学前)
２月21日(日)10:00～11:30、外旭川
児童センターで。おひなさまを作ろ
う。問u◎船木さん☎(868)1902
■東きらきらくらぶ(就学前)
２月23日(火)、３月８日(火)、10:00～
12:00、東地区コミュニティセンタ
ーで。保険料１家族各50円。
問u◎折原さん☎090-7322-5863
■チャイルド中通(就園前) ２月23日
(火)、３月１日(火)･８日(火)、10:00～

11:30、中通児童館で。
問u◎高橋さん☎090-7067-8179
■HOTの会のほっと広場(０～５歳)
２月29日(月)10:00～11:30、広面児
童館で。保険料１家族50円。
問u代表の堀江さん☎(837)0584
■このゆびとまれ！(就園前) ３月１
日(火)10:00～12:00、明徳児童セン
ターで。問u◎田中さん☎(831)8089
■NPO法人子育て･高齢者介護サポー
トばっけの会の催し ラベンダー乳
液を作ります。２月18日(木)10:30
～11:30、ひよっこサロン(南通り)
で。材料費1,500円。先着６人。
申込u☎(834)4733

太字の( )内は施設の所在地
とお子さんの対象です。
■牛島ルンビニ園(牛島･就学前)　
２月９日(火)9:45～11:00。
問u☎(832)3045
■あきた中央保育園(保戸野･就学前)　
２月９日(火)9:50～11:00。
問u☎(896)0121
■日新保育園(新屋町･０～５歳)　
２月16日(火)9:45～11:00。
問u☎(828)3211
■勝平保育園(新屋･０～５歳)　
２月23日(火)9:30～11:00。
問u☎(823)4520

＊スペースの都合などにより掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

＊子育て交流ひろば＝北部･西部は各市民SC２階。南部･東部･雄和は各市民SC１階。

★
入
場
無
料
。
直
接
会
場
へ

保
ほ

育所開放
いくしょかいほう

へようこそ♪

地
ち

域
いき

で育
いく

児
じ

★★

親
子
で
遊
ぼ
う
！

園開放
えんかいほう

で遊
あそ

ぼう！
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会場は北部市民SC(キタスカ)。定員
は先着で①③が各７組、②が15組。
申し込みは、各申込開始日から北部
子育て交流ひろばへ。☎(893)5985
①集まれ！55ママ 昭和55年以前に
生まれ、初めてママになった子育て中
の母親とお子さんが対象です。一緒
におしゃべりして情報交換♪
日時u２月16日(火)14:00～15:00
申込開始u２月８日(月)9:30から
②金田先生の子育て教室 ４月に幼
稚園･保育園に入園する２歳～４歳の
お子さんと保護者が対象です。元子
ども未来センター家庭相談員の金田
昭三さんが、入園を控えた不安や子
育てのヒントについてお話します。
日時u２月19日(金)10:00～11:00
申込開始u２月９日(火)9:30から
③集まれ！お引っ越しママ 秋田に
引っ越して来た子育て中の母親とお
子さんが対象です。一緒におしゃべ
りして情報交換をしましょう！
日時u２月23日(火)14:00～15:00
申込開始u２月15日(月)9:30から

ちぎり絵でおひなさまを作ります。
対象u就学前の親子　   日時u２月23日
(火)10:30～11:30　会場u雄和市民
SC(ユービス)２階洋室　先着u12組
申込u２月８日(月)9:00から雄和子育
て交流ひろば☎(886)5530

母子健康手帳別冊をよく読んで受診
しましょう。風邪や感染性の病気に
かかっているときはご遠慮くださ
い。別冊をお持ちでない場合は、子ど
も健康課(八橋)へお問い合わせを。
◆４か月･７か月･10か月児健診
対象u４･７･10か月になった日から、
それぞれ満５か月･満８か月･満11か
月になる前日までのお子さん　
会場u母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関
◆１歳６か月児健診 日時と会場u右
記参照　持ち物u母子健康手帳と別冊

のアンケート(事前に記入してくださ
い)、バスタオル
◆３歳児健診 視力･聴覚検査は自宅
で行ってきてください。
日時と会場u下記参照　持ち物u母子
健康手帳と別冊のアンケート(事前に
記入してください)、尿検査セット(尿
を容器に採って)、バスタオル

■旧秋田市の各地区
受付時間u12:45～13:30
会場u市保健センター(八橋)　対象u１
歳６か月児健診…平成26年８月生ま
れの１歳７か月児、３歳児健診…平
成24年９月生まれの３歳６か月児

■河辺･雄和の各地区
受付時間u12:45～13:30　
会場u河辺総合福祉交流センター
対象u１歳６か月児健診…平成26年８
月～10月生まれ、３歳児健診…平成
24年７月～９月生まれ
実施日u１歳６か月児健診…５月13日
(金)、３歳児健診…３月15日(火)

会場は市保健センター(八橋)。いずれ
も要申込(④のみ申し込みは２月17日
(水)8:30から)。

☎(883)1174･(883)1175
①育児相談 対象u乳幼児と保護者
日時u２月23日(火)9:00～12:00
先着u３組　＊電話相談は随時。
②産後のママトーク 助産師を囲ん
で産後･育児のことをママ同士でおし
ゃべり。対象u産後６か月頃までの母
親(お子さんもご一緒に)　日時u２月
29日(月)10:00～11:30　先着u10組　
③むし歯予防教室｢歯ッピーバースデイ｣
歯みがきレッスン、歯科衛生士と栄
養士の講話など。対象u２月～４月に
１歳になるお子さん 日時u３月１日
(火   )10:00～11:30　先着u25組
④離乳食教室 離乳食の進め方、試
食、個別相談など。｢初期｣は調理実
技、｢中期｣｢後期｣は食品の調理法、歯
の手入れ法も行います。
＊太字の( )内は対象と定員(先着)。
初期離乳食(生後４～５か月。40組)
u３月７日(月)10:00～12:00
中期離乳食(生後６～７か月。30組)
u３月８日(火)10:00～12:00
後期離乳食(生後８～11か月。30組)
u３月14日(月)10:00～12:00

母子健康手帳別冊に記載した市内の
協力歯科医療機関で受けてくださ
い。子ども健康課☎(883)1174
■２歳児歯科健康診査
２歳になった日から２歳６か月にな
る前日までに受けてください。
■フッ化物塗布 ２･３･４･５歳児に
無料の塗布券を交付しています。歯
が強くなり、むし歯予防の効果がある
フッ化物塗布を受けましょう。

妊娠の届け出をしたかたに母子健康
手帳を差し上げます。また、秋田市
に住民票があるかたに、妊婦歯科健
診(１回)、子宮頸がん検査･クラミジ
ア検査(１回)、妊婦一般健診(16
回)、産後1か月健診の費用を補助す
る妊婦健診受診票等をさしあげてい
ます(妊婦さんの状態によっては自己

育児コーナー！ ＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。

＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健康
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査
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子ども健康課☎(883)1174

１歳６か月児･３歳児健診の
対象地区ごとの健診日

寺内･八橋･泉･保戸野･山王･川尻･
川元･旭南･旭北･高陽･大町･中通･
南通･楢山

対象
地区

１歳６か月児健診u３月２日(水)
３歳児健診u３月10日(木)

健診
日

旭川･外旭川･新藤田･濁川･添川･山
内･仁別･千秋･手形･蛇野･手形山･東
通･広面･柳田･下北手･太平･横森･桜･
桜ガ丘･桜台･大平台･上北手･山手台

対象
地区

１歳６か月児健診u３月３日(木)
３歳児健診u３月11日(金）

健診
日

土崎･港北･将軍野･飯島･金足･
上新城･下新城

対象
地区

１歳６か月児健診u３月４日(金)
３歳児健診u３月16日(水)

健診
日

牛島･卸町･大住･仁井田･御野場･四
ツ小屋･御所野･茨島･新屋･勝平･豊
岩･浜田･下浜･向浜

対象
地区

１歳６か月児健診u３月９日(水)
３歳児健診u３月17日(木)

健診
日

キタスカで待
ま

ってるョ！

子
こ

ども健康
けんこう

課
か

の教
きょう

室
しつ

･催
もよお

し

妊娠
にんしん

届
とどけ

はお早
はや

めに

健康
けんこう

な歯
は

、丈
じょう

夫
ぶ

な歯
は

のために

雄
ゆう

和子
わ こ

育
そだ

て交
こう

流
りゅう

ひろば★育
いく

児
じ

講
こう

座
ざ

広報あきた　平成28年２月５日号13



■糖尿病腎症はどんな病気？

糖尿病腎症は、新たに人口透析が必要となる原因

疾患の第１位となっています。腎臓は、血液中の老

廃物をろ過して尿を作る臓器で、血糖が高い状態が

長く続くと、腎臓の糸球体といわれる血液のろ過装

置に障害が起こり、糖尿病腎症になります。

早期には尿に｢アルブミン｣という蛋白
たん ぱ く

質が漏れ

てきます。糖尿病でアルブミンが少しだけ漏れて

くる状態を｢微量アルブミン尿｣と呼んでいます。

この時点では尿検査の尿蛋白は陰性になるため、

糖尿病腎症は微量アルブミン尿の有無で診断しま

す。進行すると尿中にさらに蛋白質が漏れてくる

ため、尿蛋白が陽性となり、やがて腎不全へと進

行し、末期には人工透析療法が必要となります。

■早期診断、早期治療が重要です

尿中に微量アルブミンが出ている場合は、自覚症

状がなくても糖尿病腎症が始まっています。この

時点で血糖や血圧のコントロールをしっかり行う

と、腎症の進行を抑制することができます。具体的

には｢食塩の摂取を１日６g未満にする｣｢蛋白質を

とりすぎない｣｢禁煙｣｢血圧を130/80mmHg未満に

する｣｢ヘモグロビンA１cを７％未満にして血糖値

をコントロールする｣ことなどがあげられます。

生活習慣の改善や血糖･血圧･脂質の厳格な治療

により、微量アルブミン尿の状態から、正常アルブ

ミン尿にまで改善することが報告されています。

まずは、早期治療が肝心です。

おしえてドクター！

あなたの健康づくりを
サポートする、ミニ情報
をお届け！

市立秋田総合病院 
糖尿病･代謝内科 細葉 美穂子 医師

健康
ライフ
太鼓判

!

今回のお話はu

Q 糖尿病腎症と診断され、尿にア
●

ル
●

ブ
●

ミ
●

ン
●

が出ていると言われました…

A 糖尿病腎症は、
早期治療で進行を予防できます。

市民公開講座
日本獣医師会の学会が、今回

秋田市で開催されるのに伴い、

下記の日程で公開講座を実施し

ます。どなたでも聴講できま

す。参加者には粗品を進呈。入

場無料。直接会場へどうぞ。

問u秋田県獣医師会☎(832)2216

会場uアトリオン４階音楽ホール

①２月27日(土)14:00～17:00

動物園に秋田犬がやってくる♪

右の公開講座開催に合わせ、大森山動物園で
開催中の｢雪の動物園｣最終週に、秋田犬を展示
します。子犬のふれあいタイムは、両日11:00
と13:30から約20分。動物園入園料が必要です。☎(828)5508

ハートを探せ！u園内の動物の柄や心温まる出

来事など、｢ハート｣を３つ探してください。解

答用紙を提出してくれたかたにチョコレートを

プレゼントします(なくなり次第終了)。　

愛のお守り｢エミューの羽｣(右写真)
プレゼントuエミューの動物解説

時に抽選でプレゼント。　

チンパンジー･ボンタ 44歳の誕生会u

特製ケーキをボンタにプレゼントします。一緒

にお祝いしたかたにチョコレートをプレゼント♪

２月14日(日)10:00～15:00

720円(高校生以下無料)

大
森
山
動
物
園

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
企
画

日本獣医師会主催 

テーマ
日本三大地鶏･比内地

鶏のうまさの秘けつ

②２月28日(日)10:00～12:00　

テーマ 秋田犬を知る

③２月28日(日)13:00～16:00　

テーマ
世界自然遺産 白神山

地のいま

ハ
ー
ト
を
探
せ
！

日時

入園料

大森山動物園☎(828)5508会場

オモリンも
ハートが好きっ！

日時u２月27日(土)･28日(日)、10:00～14:00
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美大４年生10人による卒業作品展です。それ
ぞれの理想や思いを形にした、渾身

こ ん し ん

の作品をご覧
ください。

★ギャラリートーク
学生自ら作品を解説します。21日は教員も交えて

トークを開催します！

日時u２月20日(土)･21日(日)、14:00～15:00

上記２つの展示会の問い合わせは秋田公立美術大学学生課へ。☎(888)8105

美大の３年生約100人が、５つの専攻(※)ごと
に行った課題やプロジェクトで生まれた作品など
を展示します。

10:00～18:00(入館は17:30まで)

※｢アーツ＆ルーツ｣｢ビジュアルアーツ｣｢ものづくりデザイ

ン｣｢コミュニケーションデザイン｣｢景観デザイン｣の５つ。

３年生の集大成である卒業制作作品と、１･２
年生が授業で制作した作品を展示します。

２月10日(水)u14日(日)
9:00～18:00(14日は17:00まで)
にぎわい交流館２階展示ホール･アート工房

美大との連携企画。
美大が開学してまもな
く３年。社会の大きな
変動に呼応し、新しい
芸術領域の創造に挑戦
する美大の教員による
作品や研究成果を展示
します！

２月６日(土)u
４月17日(日)
9:30～16:30
赤れんが郷土館

秋田県立美術館１階県民ギャラリー
２月17日(水)u21日(日)
10:00～17:30

秋田県立美術館１階県民ギャラリー

２月11日(木)u14日(日)

★課題発表　景観デザイン専攻学生の発表会。
日時u２月11日(木)14:00～

★ギャラリートーク 学生と教員が作品を解説。

日時u２月13日(土)･14日(日)、14:00～15:30

秋田公立美術大学附属高等学院
☎(828)4127

問い合わせ 赤れんが郷土館☎(864)6851問い合わせ

入場
無料

入場
無料

秋
田
公
立
美
術
大
学 20162016

秋
美
専
攻
展

秋
美
専
攻
展

秋田公立美術大学附属
高等学院生徒作品展

明日のクリエーターたち

秋田公立美術大学附属
高等学院生徒作品展

明日のクリエーターたち

入場
無料

入館料
200円
高校生以下
無料

企画展

あきたアーツ＆
クラフツ最前線

企画展

あきたアーツ＆
クラフツ最前線

卒
業
研
究

作
品
展

卒
業
研
究

作
品
展
20162016制作風景

制
作
風
景
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会場は市立病院２階講堂です。車で
    お越しのかたへ、駐車場無料スタン
プを押します。
問u☎(823)4171(代表)
■感染予防教室 インフルエンザの
予防や薬について、看護師と薬剤師
が話します。日時u２月16日(火)
13:30～14:30　担当u医事課
■緩和ケア教室 各種制度の説明な
ど、社会資源の活用について社会福
祉士が話します。
日時u２月18日(木)13:15～13:45　
担当uがん相談支援センター
■うつ病教室 子どものうつについ
て医師が話します。日時u３月５日
(土)10:00～11:30　担当u４階病棟

時間はいずれも16:00～18:00。医
師と看護師による気を付けたい感染
症についての講演と、タニタ食堂の
食事(メニュー解説あり)。
開催日u２月10日(水)…肺炎やインフ
ルエンザなど、24日(水)…感染性腸
炎　会場uあきたタニタ食堂(中通)
食事代u各750円　先着u各60人　
申込uあきたタニタ食堂

☎(827)5125

医師による認知症についての講演と
医療相談会。
日時u２月18日(木)16:00～17:30　
会場u西部市民SC(ウェスター)
問u市立病院経営企画室

☎(823)4171

■心の健康づくり相談 産業カウン
セラーが悩みに応じます。日時u３月
５日(土)13:00～16:00　会場u県福
祉相談センター相談室(中通の明徳館
ビル１階)　申込u日本産業カウンセ
ラー協会東北支部の阿部さん

☎080-1694-0764
■公開講座｢どうする？ こどものア
レルギー｣ 日時u３月５日(土)14:00
～　会場uカレッジプラザ(中通の明
徳館ビル２階)　問u秋大医学部総合
診療･検査診断学講座☎(884)6209
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■秋田おもと高齢者大学 (若干名)
日時u毎月火曜日に２回、13:30～15:00　
会場u４月は文化会館内のサンパル秋田、５月からは市役所
新庁舎内の中央市民SC(センタース)
会費u入会金1,000円、年会費3,000円　
申込･問u２月29日(月)まで、〒010-0001 中通六丁目４番
39-503号 佐々木靖郎さん☎(834)2293

■秋田市中央高齢者大学 (若干名)
日時u毎月第２水曜日の10:00～11:30　会場u４月は文化
会館内のサンパル秋田、５月からは市役所新庁舎内の中央
市民SC(センタース) 年会費u2,500円 申込･問u２月29
日(月)まで、〒010-0815 泉馬場９-52 小野成之さん

   ☎(868)1785
■泉地区高齢者学級(泉･八橋地区のかた歓迎)
日時u毎月第２火曜日の10:00～11:30　会場u泉地区コミ
セン　年会費u1,000円　申込･問u２月29日(月)まで、〒
010-0916 泉北一丁目９-２ 佐藤慶二さん☎(863)2610

■川尻地区高齢者学級(川尻･山王地区のかた歓迎)
日時u毎月第３水曜日の10:00～11:30　会場u川尻地区コ
ミセン 年会費u1,000円　申込･問u２月29日(月)まで、
〒010-0946 川尻総社町３-６ 藤井賢子さん☎(862)8959

■中通地区高齢者学級 (若干名)
日時u毎月第２木曜日の10:00～11:30　会場u中通児童館
年会費u1,000円　申込･問u２月29日(月)まで、〒010-
0001 中通四丁目１-52-203 大橋初代さん☎(836)9505

高齢者大学･学級の会員を募集　

60歳以上のかたが対象です。開講は４月。会員同士で親睦
を深め、社会、文化、健康などを学びます。はがきに、住所、
氏名(ふりがな)、性別、生年月日、電話番号を書いて、それぞ
れお申し込みください。

いきいきサロン

65歳以上のかたが対象です。参加無料。直接会場へどうぞ。
■体を動かそうADL体操…動きやすい服装でどうぞ。
①２月 ９日(火)10:15～12:00
会場･問u飯島老人いこいの家☎(845)3692

②２月10日(水)10:15～12:00
会場･問u八橋老人いこいの家☎(862)6025

■演歌･歌謡教室…筆記用具をお持ちください。
日時u２月18日(木)10:15～12:00
会場･問u大森山老人と子どもの家☎(828)1651
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16＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。



情報チャンネルa

今年３月に学校を卒業し、今春入社
予定のかたを対象とした合同入社式
に参加する企業を募集します。
日時u３月25日(金)9:30～11:50
会場u秋田テルサ(御所野)
参加費u１人2,500円
申込u３月４日(金)まで秋田雇用開発
協会☎(895)5077

４月から動物の解説や園内の案内な
ど(飼育作業を除く)をしていただけ
るボランティアを募集します。報酬
や交通費の支給はありませんが、制
服、名札、ボランティア保険は動物
園で準備します(活動時の入園は自
由)。説明会参加後に入会を決めてい
ただきます。
日時u高校生以上で日曜･祝日の都合
の良いときに活動できるかた
説明会u２月21日(日)10:30～11:30
申込u２月20日(土)まで大森山動物園

☎(828)5508

外旭川地区コミセン運営委員会と河
辺の郷自治協議会では、(一財)自治
総合センターが実施する宝くじの助
成金で、コミュニティ活動で使用す
るノートパソコンやカメラ、デスク
などを購入し、整備しました。宝く
じの収益金は、地域コミュニティ活
動の充実に役立てられています。
問u生活総務課☎(866)2036、河辺
市民SC☎(882)5421

｢河辺雄和森林資源利用活用地域通
貨プロジェクト｣は、３月末で終了し

ます。この事業により発行された
｢リン券｣の取り扱いについては、リ
ン券取扱事務局(秋田中央森林組合
内)にお問い合わせください。
問uリン券取扱事務局☎(882)3652
リン券…森林整備の促進･地域商店
街の活性化につなげるため、一定の
要件により発行した地域通貨(券)

■若者の語り場 対象u39歳以下の
かた　日時u２月13日(土)15:00～
17:00　会場uにぎわい交流館４階
参加費u500円　問uNPO目的のある
旅の草野さん☎080-3088-7506
■うつ病患者の家族の会
日時u２月17日(水)10:00～12:00　
会場uジョイナス(千秋)
問uファミリーサポート桜の会の田
中さん☎080-6019-4963
■認知症の人と家族のつどい
日時u２月21日(日)13:30～15:30　
会場uジョイナス(千秋)
問u認知症の人と家族の会秋田県支
部☎(866)0391

■法律相談 法律、相続などの相談
に平川信夫弁護士が応じます。申し
込みは、相談内容１件につき年度内
１回。日時u２月15日(月)10:00～
12:00　会場u市老人福祉センター　
先着u６人(初めてのかた優先)　
申込u２月８日(月)10:00から市社協
ふれあい福祉相談センター

☎(863)6006(電話のみ)
■精神障がい者家族相談　
日時u２月19日(金)10:00～15:00　
会場u市老人福祉センター２階和室
(八橋)　問uNPO法人秋田けやき会

☎(833)1580
■障がい児者総合相談 生活や就労な
どの相談に専門相談員が応じます。
日時u２月21日(日)13:30～16:00　
会場u遊学舎(上北手)　
問u竹生寮の斎藤さん☎(834)2577

■ほくとライブラリー土崎図書館の
朗読ボランティア｢かもめ｣会員募集
目の不自由なかたへ対面や電話で、
本･新聞などを読む活動に興味のあ

るかたを募集します。月１･２回の
当番制です。
活動日u毎週火曜日の10:00～13:00
と毎週木曜日の10:00～14:00
問u同会の岩本さん☎(823)2083
■４月から多子世帯向け奨学金がス
タート　子どもが３人以上いる世帯
のお子さんで、４月に大学･短大に
入学する１年生が対象です。採用枠
は100人。貸与月額は５万円(無利
子)。詳しくは、お問い合わせくださ
い。問u秋田県育英会☎(860)3552
■就職未内定者への支援 秋田新卒
応援ハローワーク(秋田テルサ３階)
では、学生･生徒･保護者を対象に、
就職未内定者への支援(求人情報の提
供、応募書類の添削指導、面接指導
など)を３月末まで実施しています。
ぜひご利用ください。問u秋田新卒
応援ハローワーク☎(889)8448
■自動車の登録手続きは年度末を待
たずにお早めに！　年度末、東北運
輸局秋田運輸支局(泉)の自動車検査･
登録窓口は、例年大変混み合いま
す。諸手続を予定しているかたは、
比較的混雑の少ない３月上旬頃まで
に手続きをお済ませください。
問u同運輸支局☎050-5540-2012

むし歯や歯周病など歯の健康につい
て、歯科衛生士が相談に応じます。
日時u２月23日(火)9:30～12:00　
会場u市保健センター(八橋)
申込u保健予防課☎(883)1178

｢長生きのコツとエンディングノート
～幸福な老いを迎えるために～｣と題
した講演とパネルディスカッション。
パネリストは、すずきクリニック･鈴
木裕之院長、秋田大学･眞木正博名誉
教授、中京大学･稲葉一人法科大学院
教授。先着400人。手話通訳あり。
日時u２月20日(土)13:30～16:40
会場u秋田ビューホテル４階
問u秋田市医師会☎(865)0252

■文中｢SC｣はサービスセンターの略です。
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｢体験的文化行政論～オウム事件から
オペラまで～｣と題し、秋田公立美術
大学の霜鳥秋則学長が講演します。
日時u２月17日(水)14:00～15:00　
会場uにぎわい交流館３階多目的ホ
ール 定員u300人　
申込u２月13日(土)まで秋田県芸術文
化協会☎(835)3193

｢城下町久保田と東部近郊農村｣と題
し、秋田大学教育文化学部の渡辺英
夫教授が講演します。先着130人。
日時u２月27日(土)10:00～11:30
会場u東部市民SC(いーぱる)
問u東部地域づくり協議会

☎(853)1683 

出演は秋田シティブラスバンド他。
日時u２月28日(日)13:00～16:00　
会場u河辺総合福祉交流センター　
問u河辺の郷自治協議会☎(882)5302

■秋田ムジークシュヴェルマーブラ
ス定期演奏会　市文化振興助成事
業。吹奏楽の演奏会。豊岩･下北手
中学校吹奏楽部をゲストに迎えま
す。日時u２月６日(土)13:30～
会場u文化会館　問u同事務局のさわ
いさん☎050-3578-4358

■楢山かまくら祭り 地域の伝統行
事。｢２分の１成人式｣や餅つきな
ど。日時u２月11日(木)11:00～　
会場u太田町町内会館(楢山太田町)　
問u楢山かまくら保存会の樋渡さん

☎(833)9992
■明徳館こんわ会の読書座談会　
会員が感動した本やお薦めの本を紹
介します。日時u２月13日(土)13:30
～15:30　会場uほくとライブラリ
－明徳館２階研修ホール
問u同会の堀井さん☎(837)3641
■秋田空港冬まつり　空港の裏側見
学や秋田民謡、昔語りのコーナーな
ど。本格的なかまくらも見られま
す。詳しくは、秋田空港ホームペー
ジをご覧ください。
日時u２月14日(日)10:00～15:00　
会場･問u秋田空港ターミナルビル

☎(886)3366
http://www.akita-airport.com/
■敦

と ん

煌
こ う

莫
ば っ

高
こ う

窟
く つ

の神秘 本場中国の解

説員が遺跡の写真を使って説明しま
す。中国茶の試飲も。日時u２月21
日(日)14:00～15:30　会場uにぎわ
い交流館３階　先着u100人　
申込u秋田県国際課☎(860)1218
■２月21日(日)は「スキーこどもの日」
小学生以下のリフト券が通常の半額
の510円！また同日9:00～9:30
に、小学生以下が対象のスキー＆ス
ノボ無料ワンポイントレッスンを開
催します(受け付けは8:30～8:50)。
先着各20人。問u太平山スキー場オ
ーパス☎(827)2221
■講演会･フジタの戦争ｰ｢死闘図｣へ
の道　講師は千葉工業大学の河田明
久教授。日時u２月21日(日)13:00～
14:30　会場u県立美術館　定員u40
人　申込u県立美術館☎(853)8686
■聖霊女子短期大学こどもミュージ
カル｢ヘンゼルとグレーテル｣ 日時
u２月27日(土)14:00～　会場u県児
童会館 問u同大学☎(845)4111

＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。
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ABS こんにちは秋田市から

月･水曜日15:50～

水曜日22:54～

２/21(日)11:40～11:55u秋田市のジュニアアスリート

AAB いきいき秋田市から

５
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間
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ビ
番
組
　
　
　

AKT こんばんは秋田市から

エフエム秋田  秋田市マンデー555
ABSラジオ  秋田市今週のいちネタ

毎週月曜日　17:55～

毎週火曜日　10:30～ ］

金曜日11:25～ 土曜日11:40～
日曜日11:55～

＊番組内容は、変更になる場合があります。
＊５分間テレビ番組は秋田ケーブルテレビでも放送しています。

２/５(金)

わがまち大好き秋田市長です(月１回)

u｢明日のクリエーターたち｣展

u秋田公立美術大卒業研究作品展

２/10(水)

２/12(金)

２/17(水)
▼

ABS

▼

ラ
ジ
オ

放送日程は広報広聴課へ
☎(866)2034

エフエム椿台  午後スタ 毎週水曜日　14:00～

u「明日のクリエーターたち」展

u秋田市ほっと情報

u市･県民税の申告と確定申告

u文化会館｢あきたヒストリーシアター｣
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NPOやボランティア団体などによる、展示･PRブースや飲食ブ
ースが出ます！ 釣り堀コーナーやオリジナルスタンプカードづく
りコーナーでは景品もあります。親子でも楽しめるョ！
●問い合わせ 市民交流サロン☎(887)5312

２月27日(土)
10:00～15:30
アルヴェ１階
きらめき広場

ミュージシャン｢ケースケ＆マサ｣ライブ u10:20～10:50
｢つむぎすと(市民協働のサポーター)｣タイム u11:00～12:00
オカリナ演奏｢天空のオリオン｣u13:00～13:30
シンガーソングライター･中川正太朗ライブ u13:50～14:20
サックス四重奏｢サクソフォーンカルテット｣u14:40～15:10
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市民活動フェスタ2016
出あい！触れあい！語りあい！

入場無料
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スピンドル(紡錘)を使い、２種類の紡
ぎ方でオリジナル毛糸を作ります。
対象u小学３年生以上のかた
日時u３月５日(土)①9:30～11:30、
②13:00～15:00
会場uアトリエももさだ
受講料u各1,200円　定員u各６人
申込u２月９日(火)9:00からアトリエ
ももさだ☎(888)8137(月曜休館)

桜餅、ねりきりなどを作ります。
日時u２月23日(火)10:00～12:00　
会場u北部市民SC(キタスカ)
材料費u500円　先着u20人
申込u２月10日(水)9:00から北部地
域住民自治協議会☎(846)1133

空きびんを電熱炉で変形させて、花
びんや小物入れを作ります。
日時u２月25日(木)9:30～11:30　
会場u雄和市民SC(ユービス)
先着u８人
申込u２月８日(月)9:00から雄和市民
SC☎(886)5540

対象は東部地域にお住まいのかた。
会場は東部市民SC(いーぱる)。申し
込みは、２月８日(月)8:30から東部
市民SCへ。☎(853)1389
①春を待つおもてなし料理 サーモン
ずし、豚肉の角煮、椿餅などを作りま
す。日時u２月19日(金)10:00～13:00　
材料費u1,000円　先着u15人
②ペアで楽しむポーセラーツ 白磁
にシールで絵付けをします。マグカ
ップ、茶碗、ケーキ皿の中から２個
選んで作ります。
日時u２月20日(土)10:00～12:00
材料費u１組2,000円 先着u15組

会場は文化会館内のサンパル秋田(②
のみ下新城の県立大学秋田キャンパ

ス)。申し込みは、２月８日(月)8:30
から女性学習センターへ。

☎(824)7764
①世相雑感～世界の歴史から見えて
来る昨今の世相～　混迷を深めてい
る世界情勢について、深く掘り下げて
学びます。日時u２月23日(火)13:30
～15:00　先着u20人　
②夕日の松原｢マツ炭誕生と松くい虫
防除｣:研究者と市民が果たせる役割
とは？ 松くい虫防除の研究や市民
による被害木の炭焼きの話を聞きな
がら、地域の課題に対して、研究者
と市民ができることを学びます。
日時u２月27日(土)10:00～11:30
(9:00に文化会館に集合し、バスで
県立大学へ移動します)　先着u20人　
③コミュニケーションカフェ 自分
も相手も大切にして上手に自分の気
持ちを伝える｢アサーティブ｣を学び
ます。日時u２月27日(土)13:30～
15:00　お茶代u100円　先着u20人　
④がんばるママの交流サロン　不
安･悩みなどを話し合い、交流を深め
ます。調理実習や親子で食事も。託
児あり(要申込)。対象uシングルマザ
ーの親子(子どもは小学校低学年ま
で)　日時 u２月28日 (日)10:30～
15:00　材料費u大人500円、３歳以
上のお子さん200円　先着 u10組
申込期限u２月22日(月)
⑤かたづけの基本　
日時u３月３日(木)10:30～12:00
先着u20人

応急手当の知識、心肺蘇生法の実
技、AEDの使い方など。先着20人。
日時u２月21日(日)9:00～12:00
会場u南部市民SC(なんぴあ)
申込u２月６日(土)から秋田南消防署

☎(839)9551

■少年柔道教室 対象u柔道に興味の
ある小学生以下のお子さんと保護者
日時u２月11日(木)8:00～15:30　
会場u県立武道館
申込u秋田県柔道連盟☎(874)9790
■税務セミナー｢経理会計に必要な
税務の実務知識｣ 秋田北法人会と
秋田南法人会の共催。日時u２月18

日(木)13:30～16:30　会場uユース
パル(寺内)　テキスト代などu1,000
円(非会員は2,000円)　定員u70人　
申込u秋田北法人会☎(845)8078
■〝カワベリア〟でサークル体験！
河辺市民SC(カワベリア)で行われて
いるサークル活動を体験しません
か。先着各５人。申し込みは、２月
８日(月)9:00から河辺市民SCへ。

☎(882)5171
健康体操＝日時u２月23日(火)10:00
～12:00　絵手紙＝日時u３月７日
(月)13:00～15:00
■秋田大学防災講座　
地震防災についての講義。日時u２
月28日(日)13:30～15:30　会場u

カレッジプラザ(中通)　先着u40人　
申込u２月25日(木)まで秋田大学地域
創生課☎(889)2844

リアル恐竜体験ライブショーのほ
か、巨大恐竜との記念撮影会、秋田
県産業技術センター･東北電力秋田
営業所の体験ブースなど。ライブシ
ョーの着席できる観覧席は先着順で
す。靴を入れる袋をお持ちくださ
い。なお、ワークショップ(内容未
定)も開催しますが、小学３年生以下
のお子さんは保護者同伴でご参加く
ださい。
日時u２月20日(土)10:00～15:30
(リアル恐竜体験ライブショーは、
11:00～、13:30～、15:00～の３
回公演)　会場uアルヴェ１階きらめ
き広場、２階多目的ホール
問u自然科学学習館☎(887)5330

｢農作業の装い｣に関する民俗資料を
展示。地域の歴史が感じられます。
日時 u２月26日 (金 )までの平日、
8:30～17:15
会場u雄和市民SC(ユービス)
問u文化振興室☎(866)2246

情報チャンネルa

・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ
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市役所新庁舎の〝柱〟とな
る、建設にあたっての５つの
基本コンセプトをシリーズで
紹介します。今回は２回目。
新庁舎建設室☎(866)8915

市民に親しまれ、市民
サービスの向上を実現
する、人にやさしい庁舎
市民が集い交流する庁舎を
めざし、市内７か所目となる
中央市民サービスセンターを
２･３階に設置します。

フ
ラ
ス

情報

５月６日(金)オープン！

新庁舎は、行政サービスの拠点としてだけでな

く、市民やNPO、企業などと市が連携して活動できる拠点です。

中央市民サービスセンターは、地域のみなさんが管理する指定管理を導入する

予定です。また、貸出施設として、多目的ホール、洋室、和室、音楽室、調理室、

陶芸工作室を備えています。利用方法は、改めて広報あきたでお知らせします。

中央市民サービスセンター(愛称｢センタース｣)のロゴマ

ークが、審査の結果、秋田公立美術大学１年の加藤彩夏さ

んのデザイン(右図)に決定しました。愛称にちなみ｢us｣の

２文字が｢センター｣に集まっていくデザインに。また、中

央に目印のようなモチーフを置くことで、さまざまな活動

の拠点となる場であることも強調しています。

新庁舎１階エントランスホール(正面玄

関)に、秋田市をPRする｢情報コーナー｣を

設けます。情報コーナーでは、自

然･観光･祭りなどのほか、工芸品、

友好･姉妹都市などを紹介します。

〝市の顔〟にふさわしい情報コーナー

市民協働･市民活動の拠点に

サービスセンターのロゴマークが決定しました！

外観が姿を現しました

周囲を覆っていた足場が

撤去され、新庁舎が姿を現

しました。ちなみに、上層

階角のガラス窓部分は、議

場の位置になります。 県庁から撮影(１月15日)

①
その

②
その

ま
も
な
く
！

シリーズ

多目的ホール(内装工事中)


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20

